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２．「朝鮮通信使遺産」の定義 
２－１．朝鮮通信使の経路 
<朝鮮側の経路＞ 
朝鮮通信使は漢陽（ソウル）から江戸までを往復するが、朝鮮国内と日本国内で、その

移動の仕方が異なっている点に注意したい。朝鮮内では単に「通信使」とされ、清の北京

に往復する使節団が「燕行使」（燕京＝北京）と呼ばれたのと比較される。史料からみて、

漢陽から出発したのは三使（正使・副使・従事官）を中心とした 100人程度で、残りの人
員は各地から集められ、釜山に集合したものと考えられている。下行（漢陽から釜山）に

あたっては、始めは幹線である嶺南大路を用い、途中で東寄りとなって安東、慶州を通過

するのが一般的であったが、これは守令による通信使への接待等の公的行事をこなすこと

が理由であった。逆に、上行（釜山から漢陽）では、密陽、大邸、尚州を通る通常の嶺南

大路を基本としたが、正使、副使、従事官が異なった経路を取り、分散的に帰京していた

ことがわかっている5。 
＜倭館（和館）の役割＞ 
朝鮮通信使の派遣に際して橋渡し的な役割を果たしていたのが対馬藩である。釜山に隣

り合う草梁の地に当時の東アジアの外国人居留地の中で最大の面積（一万坪）を誇る倭館

（和館）を有し、日朝間の外交と貿易に関する窓口となっていた。通信使の派遣は、対馬

藩主から朝鮮側礼曹参議へ大慶参判使派遣に始まり、対馬において行聘の実施細目（講定

節目）の交渉・決定を行う。それにともなって、朝鮮側での使節団の編成、船団の建造、

式次第の確認がなされる。その内容を受けて日本側での迎接（御馳走）プログラムの策定

がなされるが、その実務交渉をすべて対馬藩が行ない、施設設計を含む実際の迎接プログ

ラムの検分は対馬藩の担当であった。従って、草梁の倭館は、朝鮮通信使の往来にあたっ

てその準備段階から関与し、通信使の派遣に際して嚮導役の藩士を出していた。 

 
朝鮮通信使の経路 
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行っている。当初は西日本勢が多かったが、時間とともに東日本の関係団体も加わるよう

になり、その輪は一段と広がっている。 
韓国においても、近年その盛り上がりがめざましく、2007 年の朝鮮通信使発足 400 周
年では釜山からソウルまで大がかりな朝鮮通信使行列が再現された。釜山、密陽などの自

治体も積極的に歴史評価に乗り出すようになった。学術研究も、当初は朝鮮時代の傍系と

され関心が低かったが、最近になったさまざまな文書の読解が進み、歴史学、建築史学、

遺産学の面で注目すべき成果が表れている。 
 
４－２．遺産保存活用計画のあり方 
朝鮮通信使遺産の保存活用にあたっては、歴史遺産保護や都市計画に関する従来の制度

を活用するとともに、住民のコンセンサスの形成が大きな課題である。現在は、地域単位

でその取り組みがなされているのが現状であり、今後、日韓を結ぶ大きな枠組みで、遺産

評価とその活用をめぐる施策の確立が急務である。 
朝鮮通信使の足跡は、そのまま江戸期の都市生活や景観を表すことになり、歴史評価の

高まりが歴史環境の評価へと繋がっていく。対馬、上関、牛窓などで積極的に景観評価が

行われ、遺産を町づくりに活用していこうとの動きが盛んとなったのも大いに理解できる。

ところが、鞆浦では、自治体側が歴史的な港湾を破壊するかたちで道路建設を進めようと

し、住民からの訴訟でそれが差し止めとなった（第一審）経緯がある。地域開発をめぐっ

て地域によって温度差があるのは事実であるが、今日の動きは環境保護と歴史遺産の活用

が結び付き、総合的な見地から計画が進められるようになっている点を指摘しておきたい。 

牛窓の建造物配置図 

５．結 
朝鮮通信使遺産は、近世東アジアの中で、日本と朝鮮を結ぶ通信（よしみをかわす）の

証しであり、その往来が各地にさまざまな建築や文物を残していった。その総合的な調査

研究の継続と、遺産のリスト化が重要であり、日韓共同体制を組む必要がある。関係する

自治体や住民団体の協力の上に市民レベルの外交チャネルをつくり、日韓を結ぶ二国間遺

産として国際的な認知を得て、東アジアの中に新たな遺産の系を生み出すことが肝要であ

る。 


